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［₁］はじめに
　なぜこのタイトルを選んだのかについて、最初に
触れよう。平成19年度に検定を受け、平成20年度か
ら使用されている高等学校の教科書『現代文』に、
「新しい資本論」というタイトルのエッセイが掲載
された（坪内他、2007）。その原典は、私が『文化
生態学の世界』の結論部分に載せた「新しい資本論」
という節であった（西山、2002）。高校生たちが私
のエッセイを真剣に読解しようとしている以上、私
もさらに考えを進める必要があるだろう、というの
がこのタイトルを選んだ理由である。
　教科書に載った「新しい資本論」では、４つの新
しい資本に注目した。それらは知識資本、人的資本、
文化資本、自然資本である。現代という時代が直面
している緊急の課題は、社会の持続可能な存続と発
展であり、そのためのカギは「モノとエネルギーは
慎ましやかに、知識と文化は豊かに」という社会を
実現させることである。このことはすでにこれまで
の著書で主張してきた（西山、1997）。そこで必要
になるのが、これらの４つの新しい資本であるとい
うのが、教科書のエッセイのポイントであった。
　今回の研究会では違った面から、新しい資本論に
アプローチしてみたい。それは知識社会といわれる
21世紀に向けて、複合的な視点が必要になることを
確かめるということである。知識社会を構成する経
済原理は、商品交換だけでなく、贈与と返礼の互酬
的な交換も大きな役割を果たすはずである。さらに
は国家による租税と再分配の役割も大きい。これら
の３つの交換原理を念頭におきながら、知識社会が
大きく育っていくための資本論を論じてみたい。
　議論を進めていく前に、「資本」という言葉につい
て、少し説明をしておきたい。マルクスは資本の本
質を「無限に拡大していく価値の運動体」としてと
らえていた。形式的には、貨幣Ｇを投入して、これ
で商品Ｗを生産して販売し、新たに貨幣Ｇ＋ΔＧを
得る営みである。貨幣が価値の目安になっていので、
無限に拡大していく価値の運動体と解釈できるので
ある。
［₂］新しいタイプの商品が集積する時代へ
　マルクスの『資本論』第一巻「資本の生産過程」
第一篇「商品と貨幣」の第一章「商品」は、つぎの
ように始まっている（マルクス、1969）。「資本主義
的生産様式の支配的である社会の富は、『巨大なる商
品集積』として現われ、個々の商品はこの富の成素
形態として現われる。」
　したがって、われわれの研究は商品の分析をもっ
て始まる。新しい資本論をめぐる議論もここから話
を始めたい。20世紀後半の商品集積の特徴は、耐久
消費財の大量生産、大量消費、大量廃棄で特徴づけ
られる。ここから大衆消費社会が生まれた。完成品
としての商品が売買され、「いま、ここ」で商品の価
値が計算できた。
　それでは21世紀の商品集積はどのように特徴づけ
られるだろうか。情報化やサービス化などの大きな
流れを受けて資本主義の高度化が進み、これまでと
は違った商品が集積していくことが予想される。こ
こで私が注目したいのは、完成品としての商品の売
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買でなくて、成長しつづける商品や永遠に未完成の
商品が多数派になっていくという流れである（西山、
2009）。一般的な議論を進める前に、その具体的な
例について、３つの現場を訪ねてみよう。
　第１の現場は、パソコンや携帯電話などのデジタ
ル商品やＩＣＴ商品の市場である。コンピュータの
普及は20世紀の後半に始まったが、当初は単体とし
てのコンピュータが時代を引っぱる商品であった。
それはちょうど単体としてのクルマが20世紀のはじ
まりを告げた商品であったのとよく似ている。とこ
ろが完成品としてのコンピュータを作る企業の業績
は急速に悪化していった。それに替わって、コン
ピュータの中に組込む基本ソフトやＣＰＵを作る企
業が急速に成長しだしたのだった。
　クルマとコンピュータを比べてみると、そこには
根本的な違いがみられる。クルマを買った消費者は
そのときから、完成品としてのクルマの性能を楽し
むことができる。ところがコンピュータはずいぶん
様子が違っている。
　買ってきたそのままでは、それほど使い勝手がい
いとはいえない。さまざまなソフトウェアを組込ん
だり、データベースを入力したりしてはじめて、役
にたつ道具になっていく。コンピュータに限らずデ
ジタル商品やＩＣＴ商品には共通して、「成長しつづ
ける商品」や「永遠に未完成の商品」という特徴が
みられる。
　第２の現場は、医療や福祉の分野である。いま医
療の分野で注目されているのは、医療の標準化と地
域での医療の連携パスである。誰もがどこにいても
標準的な医療が受けられるようにすること。そのた
めには証拠に基づいた医療を行い、病気の状況に応
じて急性期、回復期、安定期、慢性期に見合った医
療機関を選べることが必要となる。クリティカル・
パスや電子カルテを導入することで、標準的な医療
に一歩近づく。そして地域にある多様な病院と診療
所がネットワークを組んで連携することで、患者の
状況にちょうど合った医療を施せるようになる。
　医療というサービスを商品としてとらえてみると、
ここにも未完成の商品という特徴がみえてくる。私
たちは病気になると患者として医療サービスを受け
る。いっぺんに直ってしまう場合もあるが、生きて
いるあいだいろんなかたちで医療サービスを受けつ
づけるのが通常である。最終的には死というかたち
で医療サービスが終るが、生きている限り医療サー
ビスは未完成のままである。さらに高齢化とともに
医療と福祉のあいだの境がなくなってきて、日々の
生活を継続させるためのサービスが重要性を増して
いく。医療や福祉もまた「成長しつづける商品」、「未
完成の商品」という特徴を持っている。これらをひ
とまとめにして、「生老病死支援サービス」と呼んで
おきたい。
　第３の現場は、学習の分野である。仕事を持ちな
がら学ぶ人たちが増えている。新たな資格をとるた
めに専門学校に行ったり、仕事の基礎を見直し、最
先端の知識を身につけ、自らの現場を深く研究する
ために大学の社会人コースに行く人たちが増えてい
るのである。そこでかかる費用はずいぶん高いが、
学習に積極的に投資する時代になっている。
　21世紀は知識社会といわれるが、そうした社会で
生き延びて、その一員となって貢献できるためには、
学習しつづけることが求められる。子どもたちの学
習のための投資もまた増えている。少子化で誰でも
が大学に入れる時代になっているが、仕事の現場で
は高いレベルの専門的な知識や技術が求められてき
ているので、将来のために学習をする傾向はいっそ
う強まっていくだろう。
　学習もまたサービスの提供としてとらえることが
できる。ここで提供される教育サービスという商品
も、完成品の形でお金と交換してその場で消費され
るものでなくて、継続して生み出され、状況に合わ
せてその内容が成長していくという特徴がある。こ
こでも未完成で成長しつづける商品が活躍している
のである。これらをひとまとめにして、「教育学習支
援サービス」と呼んでおきたい。
　以上３つの現場で３つのタイプの商品に注目して
みた。それらの商品は見かけがまったく異なってい
るようにみえるが、共通の特徴があるのも確かであ
る。それは３つとも「未完成の商品」であり、「成長
しつづける商品」であるということだ。
　成長しつづける商品の登場とともに、経済学の基
礎である価値論にとって新たな課題が生まれている。
完成した商品は使用価値と交換価値を持っていて、
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それぞれが独立しているものとして扱うことができ
る。マルクスが分析したのは、こうしたケースであ
る。ところが成長しつづける商品の使用価値と交換
価値は独立でなくて、複雑に入り組んでいる。これ
を分析するという課題が、私たちに課せられている。
こうした方向に一歩進むために、新しい商品を支え
ている交換過程に話を進めよう。また話を具体的に
して深化させていくために、私が関わっている分野
に絞り込んでいきたい。私が具体的に関わっている
分野は、先ほどの３つの現場のうち、生老病死支援
サービスと教育学習支援サービスである。
［₃］新しい商品を支える交換過程へ
　マルクスは資本論の冒頭の第一章「商品」で、資
本論の基礎となる価値形態論を商品語で語ったあと、
第二章「交換過程」で商品の番人である人間たちを
登場させる。それは以下のように始まる（マルクス、
1969）。「商品は、自分自身で市場に行くことができ
ず、また自分自身で交換されることもできない。し
たがって、われわれはその番人を、すなわち商品所
有者をさがさなければならない。」
　私たちも21世紀に集積する新しいタイプの商品の
分析を行ったところで、これらの商品を扱う人間た
ちを登場させる番である。そのためにまず商品の関
係者として、これまでの生産者と消費者というとら
え方から、新たなとらえ方に変えることが必要であ
る。それは依頼人（プリンシパル）と代理人（エー
ジェント）の関係としてとらえるということである。
商品交換が完成品の売買として一期一会の関係で終
わるならば、生産者と消費者でも、依頼人と代理人
でも、ことさら違いはない。しかし未完成品が交換
されることになると、関係性も大きく変わっていく。
　このとき、交換のきっかけは、必要な財やサービ
スを自ら生産できないため他の人たちに依頼する依
頼人の働きかけから始まる。そしてその依頼に応え
て、対価を得て財やサービスを提供するのが代理人
である。主人公はあくまでも依頼人であり、英語で
はPrincipalと表現される。その依頼に応えるのが
Agentである。そこには貨幣との交換で財やサービ
スが流れるが、それだけでなくて関係性の継続に
よって、商品交換という側面に加えて依頼人による
感謝と代理人のやりがいといったものの交換など、
新たな状況が生まれてくる。
　さらに永遠に未完成の商品に関わる人たちのあい
だには、ノットワーキングという新たな関係性が生
まれる。ノットワーキング（Knotworking ）という
言葉を作ったのはフィンランドのエンゲストローム
のグループである。「ノット」は「結び目」であり、
人びとが即興的に関係を作ったり、壊したり、作り
直したりという人びとのつながりをノットとしてと
らえて、つながりが変化しつづけるダイナミックな
関係性をノットワーキングという言葉で表現しよう
としている。ここでエンゲストローム自身の説明を
載せておこう（Engeström 、2004）。
The notion of knot refers to rapidly pulsating, 
distributed and partially improvised orchestration of 
collaborative performance between otherwise loosely 
connected actors and activity systems,
　代理人である専門職たちの即興的な集まりのバト
ンタッチで、商品の位相と状況にあわせた使用価値
が継続して生み出されつづける。医療サービスの例
でみてみよう。急性期、回復期、安定期、慢性期と
いうように、同じ患者であっても、位相と状況に合
わせて必要なサービスが違ってくる。それに合わせ
て、関わる代理人たちの集まりもまた変わっていく。
また医療が行われる場も、病院、診療所、中間施設、
自宅というように変化していく。患者が生活者とし
て社会に復帰していく過程を考えると、そこに必要
なサービスは、医療、福祉、保健、教育、学習とい
うように、さらに広範囲に広がっていく。
　成長する商品の交換過程の全体像が見えてきたと
ころで、新しい資本をめぐる議論に話を進めよう。
依頼人の依頼に応えるために、代理人は専門知識を
活用することになる。ノットワーキングの時代に必
要な専門知識をめぐって、さまざまな分野でいま「専
門知識Expertise」についての研究が進んでいる。
専門知識は知識資本の核心をなしている。
Ａ　知識資本としての専門知識
　専門知識の場（あるいは座）はどこにあるのだろ
うか。最近の研究をまとめると、専門知識は４つの
段階でとらえられるようになってきている。
　第１段階は、専門知識を専門職である代理人の個
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人のなかにある、とするとらえ方である。資格と経
験がその基礎になっている。しかし位相と状況に合
わせて、提供するサービスを進化させていくために
は、個人の関わりだけでは不可能であり、チームや
ネットワークによるサービスの提供が不可欠である。
　第２段階は、個人を越えたチームのメンバーによ
る連携や、人工物や環境に分散している手がかりを
効率的に利用する分散認知の能力に注目する。分散
認知は、認知科学者のHutchinsがチームで仕事をし
ている潜水艦のクルーを参与観察して、提案した
キーワードである（Hutchins、1995）。各メンバー
は自分の頭と身体に加えて、回りの人びと、人工物、
環境のなすマトリックスから情報を得ながら、仕事
を遂行している。分散認知を駆使できることも大事
な専門知識に加えられる。
　第３段階は、身近なチームに加えて、より大きな
集まりである実践共同体のなかで仕事ができること
である。日常の仕事を進めていくうえで、関わりの
ある人たちの全体が実践共同体を形成している。実
践共同体の一員に正統なメンバーとして参加して、
最初は責任も役割も限られた状態で、周辺から関
わっていく。参加の過程が継続していくなかで、十
全な参加に移っていき、仕事の範囲も広がっていく。
状況に合わせた即興性や創意工夫もそのなかで身に
付けていく。実践共同体への参加そのものが専門知
識を形成している。
　 第 ４ 段 階 は、 安 定 し た 実 践 共 同 体 を 越 え て
Knotworkingという関係性のなかで、Knotの一員と
して仕事ができるための力量である。初めて出会っ
た他分野の専門職と「意味の交渉」をやりながら、
即興的な連携を形成して依頼人が満足するような
サービスを提供することが求められる。
　医療の分野ではいま「地域連携クリティカルパス」
が進められている。これは、急性期病院から回復期
病院をへて、早期に自宅に帰れるような診療計画を
作成して、治療を受けるすべての医療機関で共有し
て用いる方式である。ここで求められるのは、異なっ
た価値観と異なった役割を持った代理人たちのコ
ミュニケーションと交渉能力である。Knotworking
の場に求められる専門知識の研究はいま始まったば
かりである。
　知識資本を専門知識の面からみてきたが、これに
加えて知識資本にとって不可欠となるのが「境界す
るモノBoundary Object 」である（Star  & Griesmer, 
1989）。異なった専門職たちが協業するとき、共通
のObjects（道具、標準規格、理論やモデルなど）
を媒介にして、連携していく。しかしそのとき、完
全にObjectsについての認識が一致している必要は
なく、おたがいに誤解しながらも、しかも大まかな
ところでObjectsを共有していればいい。ここで登
場するのが「境界するモノ」である。おたがいに同
じモノを共有しているという意識を持ちながら、具
体的な理解や解釈ではおたがいに異なっていてもい
いという性質を、境界するモノは持っている。
　異なった技術や価値観や見識を持った専門職たち
が共同して仕事をする状況は、専門職ごとにたくさ
んの異なった領域があって、それぞれの領域が重
なった部分を持ちながら、広がっている様子によく
似ている。この重なった部分が「境界するモノ」で
ある。たとえば仕事の締め切りを共通にして、その
うえでそれぞれの専門職が異なった貢献をするとき、
「締め切り」が境界するモノとなる。
　話をさらに進めよう。知識資本を元手にして永遠
に未完成の商品を交換しつづけるとき、そこには持
続する関係性が生まれてくる。言い換えると依頼人
と代理人のあいだに「場」が形成される。完成品の
交換の場合は、関係性は売買の終了とともに終わり、
そこには市場という場しか存在していない。ところ
が交換が続くようであると、サービスへの対価だけ
でなくて、信頼や感謝、無形のやりがいといったも
のも大きな意味を持ってくる。これが場というもの
の中味である。そしてここに関わるのがソーシャル・
キャピタル（Social Capital）である。
Ｂ　ソーシャル・キャピタルと互酬制
 　ソーシャル・キャピタルはときには「社会関係
資本」あるいは「人間関係資本」と訳される。直訳
すれば社会資本となるが、社会的インフラストラク
チャのことを社会資本と表現する習慣が定着してい
るので、そのままソーシャル・キャピタルと表現し
ていることが多い。そのねらいは、価値を生み出す
資本として人間関係や社会関係が重要な役割を果た
していることを表現しようとするところにある。依
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頼人と代理人のあいだや代理人同士のあいだに信頼
関係が成立していると、価値の生成もより効果的に
進められる。それと反対に信頼関係がないときには、
モラル・ハザードへの対策を立てたり、金銭的なイ
ンセンティブを工夫したりというように、価値の生
成のためにより多くのコストが必要となる。
　医療や福祉に携わっている専門職たちはもちろん
対価を得るために仕事をするが、それだけでは十全
な満足感は得られず、依頼人から信頼され、感謝さ
れることでより深い仕事のやりがいを感じている。
いくら対価が保証されていても、そうした無形の「報
酬」がないようだと、やりがいを持てないために仕
事を辞めることになってしまう。
　成長しつづける商品が交換される場では、商品交
換に直接つながる金銭だけでなくて、感謝とやりが
いといった互酬制につながるものが重要な役割を果
たしている。マルクスは労働過程を議論するところ
で、自然との物質代謝に注目している。また組織を
対象にした経済学はいまインセンティブの理論を進
めている。21世紀型の商品を支える労働過程の議論
を進めるためには、これらに加えて労働過程の場の
形成と互酬制の役割にまで、話を広げていくことが
求められる。
Ｃ　制度資本の役割
　成長する商品は依頼人と代理人の関係性を越えて、
国家の未来にも深く関係していく。こちらの面につ
いてみていこう。医療、福祉、健康、学習、教育と
いったサービスに共通するのは、関わっている個々
の人びとだけでなくて、国家の安定性や将来性につ
ながっていくという面である。医療や福祉のサービ
スがうまくいかずに多くの人たちの健康が脅かされ
るようであると、国家の基盤が危うくなりかねない。
また学習や教育のサービスが劣化してくると、将来
を担う若者たちが知識社会の引っぱり役になれない
だけでなくて、ついていくことさえできなくなりか
ねない。そうなってしまっては、先進国を任じてい
たこれまでのあり方を維持できなくなり、後進国に
なってしまいかねない。
　もう一方で、生老病死支援サービスにしても学習
教育支援サービスにしても、当事者たちの商品交換
と互酬制だけに任せていては、資金不足のために十
分なサービスが提供できないということになりかね
ない。したがって成長する商品の世界に対して、国
家（ステート）からの関わりが求められるだろう。
国益を守っていくためにも、成長する商品の世界を
支援することが求められる。
　国家はもともと租税を集めて再分配するのが最大
の役割である。租税をいかにして課すか、また集め
た租税をどのように再配分するかは、国家の制度の
あり方に依存している。国民の納税者意識が増して
くると、国益を増すような制度の工夫が重要となる。
租税と再配分の制度設計を工夫することで、価値生
成を支援することができるだろう。そうすると、制
度もまた資本としての役割があり、これが制度資本
というものの役割である。
　以上のＡからＣで、知識資本、ソーシャル・キャ
ピタル、制度資本を導入したところで、これらの関
係性をみることにしよう。そのために柄谷行人が提
出している枠組みを参考にしよう。柄谷は現代の世
界の構造の特徴を「資本＝ネーション＝国家」とし
てとらえている。そのもとには、社会を構成する基
礎的構造を３つの交換からなるものとする基本枠組
みがある。
　マルクスの史的唯物論は経済的な関係性が社会の
下部構造を形成し、その上に政治や文化やイデオロ
ギーなどの上部構造が形成される、と解釈されてい
る。柄谷はこれを生産活動のみに注目した一面的な
とらえ方であり、交換に注目することでより確かな
社会のとらえ方が可能になる、と主張する。そして
交換は世界史の展開のなかで、贈与と返礼の互酬制、
略取と再分配の国家、資本主義のもとにある商品交
換の３つが重要だと考える。
　こうした枠組みのもとで、現代社会を「資本＝ネー
ション＝国家」としてとらえ直す。これを図示する
と、図１のように表せる。
　図は４つの部分からなっていて、右上に贈与と返
礼からなる互酬制とそれを基礎にしたネーションが
あり、左上に略取と再分配からなる支配と保護を基
礎にした国家（ステート）があり、左下に貨幣と商
品の交換を基礎にした資本がある。これらが「資本
＝ネーション＝国家」の仕組みになっているが、柄
谷はさらにその先を求めようとする。それが右下の
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部分であり、従来の互酬制を否定しながらも高次元
において互酬制を回復するもの、として提起されて
いる。その手がかりを普遍宗教の創始期に存在した、
共産主義的集団（アソシエーション）に求める。最
初の３つの部分については、具体的なイメージとと
もに詳細に議論されているが、４つ目の部分は議論
が始まったばかりという段階である。
　「資本＝ネーション＝国家」の枠組みは、先ほど
検討したＡからＣまでの３つの資本と結びつくこと
がわかる。柄谷の議論からもわかるように、これら
３つの部分は現代社会で私たちがおかれた状況に対
応している。私たちはいまの状況を越えるための、
つぎの一歩についての手がかりを求めたい。ここで
はその手がかりを「文化資本」に置いてみたい。こ
れらの関係をまとめたものが図２である。
　私たちの生活の豊かさを考えるとき、衣食住に代
表されるモノとしての生活の必需品とともに、生き
る喜びや励ましを与えてくれる有形無形のものが不
可欠である。これが文化の役割であろう。いま経済
学の分野にも文化経済学が生まれ、文化資本をめぐ
る議論も活発になってきている（西山、2002）。こ
こにＡからＣまでの３つの資本を総合する役割とし
て、文化資本に新たな可能性を期待したい。
　本報告は埼玉学園大学大学院経営科学研究科にお
いて、2010年７月24日に開催された研究会で行った
発表のまとめである。
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図１　資本＝ネーション＝国家の図式化
（柄谷、2010）
図₂　新しい資本と₄つの交換方式
